
会長　梅村　良輔さん
先週は祝日休会日でしたので、
会員の皆様方には久しぶりにお
会いするように思われます。
さる11月19日貍には、「有田ロ
ータリークラブ創立50周年記念式
典」が開催されました。
第2740地区の役員、各クラブの代表者が参
列され、当クラブからは、玉野哲雄さん、
福田金治さん、梅村良輔と事務局の山田さん
の4名で参加して参りました。
セレモニーの中、来賓祝辞では、田代有田
町長、岩永ガバナーの次に私がスポンサーク
ラブを代表して挨拶をさせていただきまし
た。（10年前の40周年記念式典では同じスポ
ンサークラブの佐賀RC会長がご挨拶されたそ
うです。）パストガバナーの方たちが大勢最
前列にいらして緊張いたしましたが、良い経
験をさせていただきました。
記念講演は、二人の落語家の方の講演で楽
しい和やかなひと時でした。
その後祝賀会に移り、高級有田焼が当たる
抽選会もあり、大変盛り上がった会でした。
11月16日の前回例会終了後、次々年度会長
指名委員会が開かれました。12月7日の次回
例会は年次総会、いよいよ会長ノミニーの発
表と、次年度長島会長予定者の理事・役員の
発表です。強力な布陣をしいてこられると思

います。皆様是非ご出席ください。
同日、新会員研修会及び歓迎懇親会が開催
されました。立石徳雄さん、福田金治さん、
才木邦夫さんの3名の方が講師となられ、そ
れぞれの持ち味で新会員の方たちにインパク
トを与えておられました。
その後の懇親会では、皆さん大いに盛り上
がっておられました。

○ロータリーソング「R-O-T-A-R-Y」
○卓話者
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幹事　田中丸善弥さん

１．国際ロータリーおよびロータリー財団
事務総長　ジョン・ヒューコさん

2011-2012年度 RIカタログが届きました。

２．国際ロータリー日本事務局
2011年12月のロータリーレート
1ドル＝78円（現行78円）です。

３．2011-2012 国際ロータリー会長エレクト
田中　作次さん（八潮RC）

「ロータリー・カードで東日本の復興を!」
ロータリー・カード推進のお願い
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2011～2012年度 テーマ Reach Within to Embrace Humanity 
　　　　　　　　　　　　　　　　― こころの中を見つめよう　博愛を広げるために ― 
2011～2012年度 R.I.会長 カルヤン・バネルジー（インド・バピRC） 

会　長蘆梅村　良輔　　　幹　事蘆田中丸善弥 
事務所蘆佐世保市島瀬町10-12  親和銀行本店内 TEL 0956-22-7720　FAX 0956-25-6323 
例会場蘆佐世保玉屋8階（毎週水曜日） TEL 0956-23-8181 
http://www.sasebo-rc.jp/ 　　　E-mail:src@circus.ocn.ne.jp

R.I.  D.2740  JAPAN 
佐世保ロータリークラブ 



ロータリー・カードの利用で得られるロイヤ
リティ（0.3%）は、東日本の災害復興に使用
する事を決定いたしました。現金で支払わず、
カードで決済することで、別の負担なしに復
興基金へ寄付できますので、東日本震災復
興にもご協力くださいますようお願いいた
します。

４．国際ロータリー日本事務局
財団室　清水　優季

ゆ う き

さん
ロータリー財団東日本震災復興基金寄付と
いうタイトルで、“元気になろう日本”プロジ
ェクト事務局という差出人から健康サプリメ
ントの購入のメールが送付されているようで
す。このようなプロジェクトに関しては知ら
されておりません。（別紙添付）
購入はしないよう、皆様にご周知ください
ますよう宜しくお願い申しあげます。

５．RI第2740地区ガバナー 岩永　信昭さん
2013年規定審議会 立法案の地区承認につ
いて
佐賀ロータリークラブ 制定案 地区で承認
され、RI事務局へ提出します。
総　票88票（全57RC）
反対票10票（5RC）

６．国際ロータリー第2740地区
ガバナーエレクト　福元　裕二さん

次年度地区委員長研修会開催のご案内
日　時／2011年12月10日貍 12:00～
場　所／春慶屋にて（佐賀県武雄市武雄町）
出席者／ロータリー財団委員会 ポリオ

プラス委員長に玉野哲雄会員

７．ガバナー事務所
地区ホームページ更新のお知らせ
11月17日、21日、28日です。

８．鹿島ロータリークラブ
会長　中尾　廣次さん

鹿島ローターアクトクラブ
会長　山崎　和良さん

ローターアクト インターシティーミーティング
開催ご案内

日　時／平成24年1月22日豸
登録開始10:00～

場　所／鹿島市商工会議所 3階大会議室
にて

登録料／4,500円
締め切り／平成23年12月11日豸必着

９．大村ロータリークラブ
「週報No.11～18」が届きました。

10．陸上自衛隊第三教育団兼相浦駐屯地司令部
機関紙「つくも」が届きました。

11．発起人　佐世保市長 朝長　則男様
平成23年叙勲褒章受賞者祝賀会ご案内

日時／平成23年12月13日貂　18:30～
場所／アイトワにて
会費／6,000円

■ローターアクト委員会 F瀬　宏滋さん
先週11月24日貅にローターアク
トの例会に出席してまいりまし
た。今回は、長富委員長、増本
さん、溝口さん、私の4名で出席
してまいりました。内容として
は12月の行事の内容の説明の後、コーヒーの
卓話ということで私が今回担当させていただ
きました。今回は、2名の新しい会員も増え、
来期のアクトメンバー10名が残る状況です。
今後もできる限りの協力をしていきたいと思
います。
次回のローターアクトの例会は、JR全日空

ホテルで12月8日貅 18:30よりありますので、
お時間のある方はぜひ出席をお願いします。

■親睦活動委員会 委員長 円田　浩司さん
11月16日貉の新会員歓迎懇親

会には沢山の方にご出席いただ
きありがとうございました。
忘年家族会を12月17日貍 18:30
より玉屋7Ｆにて開催します。ご
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家族を含め多くの皆様のご参加をお願い致し
ます。

親睦活動委員会　坂本　　敏さん

○結婚記念月のお祝い

橘闍 克和・さなえ様ご夫妻（6日）
円田　浩司・佳子　様ご夫妻（7日）
増本　一也・光子　様ご夫妻（7日）
長富　正博・桂子　様ご夫妻（7日）
鬼木　和夫・照子　様ご夫妻（19日）

親睦活動委員会　中川　知之さん

梅村　良輔会長、米倉洋一郎副会長
才木　邦夫さん、橘F 克和さん
円田　　昭さん、黒木　政純さん
海老原靖芳さんの卓話、楽しみにしてい

ます。

遠田　公夫さん
松尾慶一さん、にじり梅のロングライフ・
デザイン賞受賞おめでとうございます。本当
はすごい人だったんですネ。

遠田　公夫さん
笑いの伝道師、子供に夢を与えて頂いてい
る海老原さんの卓話に期待します。
12月8日、かっちぇて落語会、楽しみにし

ております。

橘F 克和さん、円田　浩司さん
増本　一也さん、長富　正博さん
結婚記念日のお祝いありがとうございます。

松尾　文隆さん
誕生祝いありがとうございました。

『佐世保の子供と創作落語』
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私の放送作家としてのキャリ
アを知っている佐世保南高時代
の友人たちと、「ふるさとの大人も子供も一
緒に笑って元気になるようなことをやろう」
ということで、昨年立ち上げたのが「佐世保
かっちぇて落語会」です。
この落語会には、他の落語会とはちがった
大きな特徴があります。
それは前座として、佐世保の子供たちが、

佐世保オリジナルの創作落語を披露するとい
うことです。古典落語（たとえば寿限無）を
子供用に短く覚えやすくして演じる子供落語
の会は、他の所でも行われているようですが、
地元の地名や方言を多用した創作落語を、地
元の子供たちが演じる落語会は、佐世保発に
して全国初の試みだと思います。
なぜ子供たちに創作落語を演らせてみよう
と思ったかといいますと・・・何年か前に、
佐世保で起こった子供をめぐる悲しくも辛い
事件を知ったからであり、あれ以来、ふるさ
との子供たちのために、何か自分にできるこ
とはないのか・・・ふるさとの子供たちの素

慶　　　祝

ニコニコボックス

卓　　話

ニコニコボックス 本日合計 13,000円

累　　計 364,000円

◇
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（今週の担当：有薗　良太）
（カメラ担当：佐藤　丈治）

クラブ会報委員会 委 員 長 中村　徳裕　　委　員 松本　由昭・大野　高広
副委員長 有薗　良太　　 久富　洋一・佐藤　丈治

＊次回例会予告＊

卓話予定者

スバル興業　牛島
うしじま

義亮
よしあき

さん
（佐世保中央RC会員）

「映画について」

晴らしさを引き出し、多くの人に知ってもら
うことをできないものか・・・自分はふるさ
とを離れて30年以上、東京や大阪で主に「笑
い」の台本や脚本を書いてきたけど、ふるさ
との子供たちが「笑い」を通して仲良くなっ
たり、元気になったり、自信をもったりでき
るような場を作れないものか・・・と考えた
からであります。
そういう場として、音楽でも絵画でもスポ
ーツでもいいと思いますが、私にできること
は「笑い」を作ることですので、そのキャリ
アを生かして、落語会を立ち上げたのです。
落語はご存知のように、江戸の頃から続いて
いる日本ならではの話芸ですし、演じる側も
聞く方も、想像力や知性や教養や人生経験や
感性が豊かであればあるほど、より楽しむこ
とができる奥の深い芸能です。落語からは日
本語のもつ面白さや豊かさや多様性などを、
笑いながらも学ぶことができます。特にこれ
からの社会を担う子供たちが、日本人として
落語の面白さや豊かな表現の数々を知ってお
くことは大切なことではないでしょうか。
こうした考えに共感してくれた人たちが集
めてくれた子供たちに、台本を渡し、稽古を
重ねて、昨年8月に第一回佐世保かっちぇて
落語会を開催いたしました。佐世保初の柳家
喬太郎と小宮孝泰（コント赤信号）による二
人会です。
その前座として、7人の小中学生が佐世保オ

リジナルの創作落語を披露いたしましたが、
いずれも大好評で、その後、評判を聞いた病
院や老人ホームからの依頼により、子供たち
だけで落語慰問を行い喜ばれております。
二回目は今年の4月に行い、三回目は今年

の12月8日に行います。まだ、わずか三回目
の落語会ですが、それでも落語ができる子供
たち、私たちは「落語っ子」と呼んでいます
が、その落語っ子たちの評判は少しずつでは
ありますが、確実に広がっているようです。

11月12日には赤崎小学校の校長先生の依頼
により、子供落語のためだけの「特別行事」
として、40人ほどの小学生たちを前にして、
三人の中学生（愛宕中ふたり、日野中ひとり）
が創作落語を披露いたしました。先生や父兄
の方々もいらっしゃいましたが、いずれの噺
も大受けでありました。特に小学生たちにと
っては、新鮮で初めての面白い経験だったら
しく、誰もが大笑いで、そのなかの小4の女
の子は、自分も来年やりたい！と手をあげて
くれました。
私たちは日々の暮らしのなか、職場や学校
や家庭において、時に閉塞感を感じたり、気
持ちが落ち込むこともありますが、そういう
時にこそ「笑い」が必要なのではないでしょ
うか。ロータリーの皆さんも、ぜひ一度、私
たちの「佐世保かっちぇて落語会」にいらし
てください。そして、佐世保初の試みに挑戦
している「落語っ子」たちを応援し、励まし
てあげてください。お願い致します。


